
第３回部会 発表概要

１．新しい時代の学校施設（赤松委員）

２．学校施設のカーボンニュートラル対応（伊香賀慶應義塾大学教授）

３．既存学校施設における新たな学びへの対応

①未来に向けた既存学校施設の長寿命化（長澤部会長提出資料）

②新たな時代の学びを実現する教室改修事例
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（第３回部会発表資料を基に概要資料を作成）

１．新しい時代の学校施設（赤松委員）

【発表の概要】

●空間の連続性を持たせる、空間と家具を一体に考えること等により、１人から大人数までの多様な学習の場、様々な選択肢ができる

●児童生徒と地域の人たちが一緒に活動できる、地域社会とのつながりのある共創空間としていくことが重要
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❖校内空間を活用した学びのスタイル
（今までの多様な学習の場のあり方の発展形ではないか）
▸ワークスペースにコーナーがあり、教室とワークスペースやテラスがつながり、その空間の中で
自由に選択できることが重要
（多様な場をどうつくれるか）
▸ちょっとした実験ができる水回りや外部テラスがあれば、特別教室に行かなくても簡単な実験
や絵を描くことができる。ちょっと集中できる場所があれば、PCやタブレットを使って集中したり、
少数で議論したりすることができる

❖教室・オープンスペース
（空間の連続性を持たせる）
▸正直、64㎡は狭いが、全体の規模や予算のことを考えると簡単に広くもできない。
▸ワークスペースとの連続性を持たせることで教室を拡張できるようなつくりやロッカースペースの
確保など持ち物の置き場を別に用意するなど工夫も必要
▸少人数での授業から学年全体で行うブリーフィング授業など、空間の連続性によって対応
（空間と同時に家具や設備を合わせて考える）
▸空間と同時に家具や設備を合わせて考えることで可能性が広がる

❖学校種に応じた設計
（学校種による空間の作り方の違いは大切）
▸小学校 低学年では、総合教室型のように、身の回りに様々な機能がある方が活動範囲
から考えても有効。水回りや、少人数コーナー、床座コーナー
▸中学校になってくると、ワークスペースも、かなりしっかりと学習に対応した場所として捉える。
高校になると、もっと専門的になり、教科ごとの専門性を深められるような作り方が適している
（地域との連携も学校種で異なる）
▸高校になると、地域住民に限らず地域の企業などとの協働など、より深く地域と連携する
▸地域の人たちが学校施設を利用するイメージが強い。児童生徒と地域の人たちが一緒に
活動する可能性を模索していくことが必要

「長野県スクールデザイン2020」
～これからの学びにふさわしい学校づくり～

（2020年8月）

当たり前と考えてきた「教室」と「校舎」のつくり

画一的な教室を並べ廊下でつなぐ
▼

考え方を見直す

「子供や先生、地域の皆がイキイキしている」×「変化のある豊かな空間」

■教室 ■ワークスペース▸空間的な変化を与える ▸家具/校具を一体的に考える
▸低学年/中学年/高学年の活動にあったスペースの作り方

▸T.T（チーム・ティーチング）や少人数教室
などにも柔軟に対応できるフレキシブルな空間

■アルコーブ ▸子どものスケールにあった空間づくり ■様々な家具 ▸少人数から大人数までの学習に合わせた
家具計画

■内部空間と外部空間との関係
▸教室と隣接して様々な学習に対応した
外部空間があることで、より多様な施設
利用と親自然的な活動が可能となる

■図書メディアセンター
▸コンピュータ室を一体的に計画し、学校
全体の中心に配置、調べ学習に活用

■地域の諸活動を支える機能を持つ施設
①学校施設の地域開放
②地域施設との複合化

▸地域の教育力の活用
▸社会教育との連携・融合
▸学習の場としての図書館等■多目的教室

▸階段やワークスペースと連続した空間 学校施設をより使いこなしていく取組例
（オープンスクール研究会）

ワークスペース（WS）が整備された学校で、建築や教育
の専門家＋設計者がチームとなり、先生方と一緒にWSの
活用方法について考え実践する取組が行われている

教室は子どもの学習と生活の場です。
多様な形態の授業を可能にするような仕掛けや、
積極的な屋外利用も大切です。

自発的で自由な学習の場を提供します。
子どもたちの活動の内容に合わせた多様な家具
の設置などが積極的な利用を促します。

静かで少し閉ざされた場所も有効です。
気分が落ち着くような場所、一人で本を読む場
所など、子どもの気分に合わせた様々な場所の
選択肢が必要です。



（第３回部会発表資料を基に概要資料を作成）

２．学校施設のカーボンニュートラル対応（伊香賀慶應義塾大学教授）

【発表の概要】

●2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現のため、学校施設においても非常に強力な対策とともに予算措置が必要

●学校施設のカーボンニュートラル対応は、地球温暖化防止だけでなく、防災機能の向上や、児童の健康・学習効率の改善につながる
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ゼロエネルギー化を目的として、建築・設備の統合的工夫が必要なパッシブ技術や室内
の快適性を確保しながら省エネを図る設備項目に加えて、大規模な太陽光発電設備の
導入を想定

1-1 【共通】屋根・外壁の高断熱化

2-1 基礎断熱化

2-2 開口部の高断熱化

2-3 開口部等の工夫による暖冷房性能の向上

2-4 自然換気を誘発する建築計画

2-5 昼光を取り入れる開口計画

1-3 【共通】高効率熱源機器等の採用

2-6 空調機器のエネルギーマネジメント

1-4 【共通】高効率照明、人感センサー

2-7 明るさセンサー

1-5 【共通】換気ルートの無駄の回避、発停制御

2-8 簡易BEMS、見える化装置

2-9 太陽光発電（大規模）

❖スーパーエコスクール（net ZEB達成）

改修前 改修後

愛媛県伊予市立翠小学校

仮設校舎

○脱炭素社会の実現に向けて

▸2050年カーボンニュートラル、脱炭素化社会の実現を目指し、2030年の温室
効果ガス削減目標について、26％減から46％減（2013年度比）とする意欲
的な数値目標に変更

▸学校施設においてもカーボンニュートラルにするためには、非常に強力な対策と
ともに、予算措置が不可欠。

学校ゼロエネルギー化実現のための対策
（文部科学省・国土交通省学校ゼロエネルギー化推進方策検討委員会報告・同パンフレット 2012年７月）

学校の高断熱化や再生可能エネルギーの導入等は、避難所機能としても役立つ

❖木造校舎のエコ改修（児童の健康・学習効率改善）

改修前後、仮設校舎を環境教育教材に活用

（主な改修内容）

カーボンニュートラルを一つのきっか
けとして、学校施設の改善が図られ
ると、様々な波及効果が見込まれる

ゼロエネルギー化を実現する最大努力対策

仮設校舎



▸図書館を学校の中心に

置きたい

▸低学年教室を１階に置

き豊かにしたい

▸職員室からグラウンド

が見えない

▸廊下・階段が暗い

▸バリアフリー化が必要

▸トイレが狭い、冷たい 等

①新築校と同じ目標により保護者も納得する改修
（和歌山県新宮市立王子が浜小学校）

【概要】

●既存施設の「長寿命化」は、単に建築時の状態に戻すのではなく、未来の教育、学校施設の実現に向けて全体の性能を向上させることが重要

●問題点を踏まえた諸室の整理・再配置、教育目的に応じた特別教室のコンバージョン、改修だけで対応できない空間は増築等により補完
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❖６つのポイント

1 既存校舎での試行、検証、対話を１年間行う

2 学年のまとまり、教室空間のオープン化

3 学校の中心にメディアセンター、特別教室の再構成・再配置

4 学校全体を子どもの生活の場として捉え直す

5 インフィル（家具、造作、建具、設備）による教育機能の向上

6 木質化による居心地のよい学校空間

３-①．未来に向けた既存学校施設の長寿命化（長澤部会長提出資料）

②教職員が教育改革の議論を重ねて実現した既存校舎改修
（神奈川県横浜市立港北小学校）

（提出資料を基に作成）

③教育環境の高機能化・スーパーエコスクール
（福島県矢吹町立矢吹小学校）

④大規模改造と増築による教育環境の高機能化
（富山県舟橋村立舟橋小学校）

教室（改修前）

教室（改修後）

既存施設の問題点
を 教 員 や 地 域 住 民
が集 ま っ て 話 し合 い

既存学校施設の再生計画

■：増築部分、■■■：スペースの見直し、位置変更等

教室・廊下（教室の開放を試行） 教室・廊下（改修後）

❖問題を解決する計画の組み立て

▸継ぎ足し校舎による諸室分散の整理

▸関連諸室のまとまりの確保、動線の整理

▸物理的耐久性の向上（躯体の老朽化対策）等

❖イメージを一新する計画・設計

「目に見えて変わる、生まれ変わる」

▸温かみのある木の学校、明るい空間（光・色）

▸学校の中心となる場所（図書館、多目的ホール等）等

構造のチェック 熱環境のチェック

教 育 機 能 の 充 実 ・ 教 室 の I C T 化

改修前

改修後

改修前 改修・増築後

（設計コンセプト）

❖「まなぶ」仕掛け

▸生活集団の単位としての落ち着きと

潤いのある「居間」=クラスルーム

▸学習集団がひろがる作業場「広間」

＝ラーニングセンター 等

❖「ひらく」仕掛け

▸新たに地域開放玄関やトイレ、

更衣室などを整備 等

❖「つなぐ」仕掛け

▸学年クラスター３学年分を１フロア

にまとめ、中央のラーニングセンターで

一体的につなぐ学習空間を構成 等



３-②．新たな時代の学びを実現する教室改修事例

【概要】

●校舎の一部（特別教室）を改修して新しい学びに対応できる施設環境を確保した事例

（各法人からの提供資料を基に作成）

筑波大学附属小学校
「未来の教室」（現：ICTルーム）

横浜国立大学教育学部附属鎌倉中学校
「マルチメディア教室」

活用状況

改修経緯

課題の発⾒・解決のための調べ学習はもちろんのこと⽣徒座席を話し合い
活動やプレゼンテーション等を⾏うのに最適な配置にしてあるのでいわゆるア
クティブラーニング型の対話授業を⾏う際に使⽤。

なお、PCについては、共⽤PC数台のみとし基本的にはGIGAスクール構想に
て配備された「⽣徒1⼈１台パソコン」を使⽤。

授業における情報機器の活⽤を円滑に実施し、課題の発⾒・解決に向けた

主体的・協働的な学びに対応するため、コンピュータ教室にＳｍａｒｔＩｎｆｉｌｌ（空間
構築ユニット）等環境備品を配備し、各教科及び総合的な学習の時間等で活
⽤している。

LL（Language Laboratory）教室 → コンピュータ教室 → マルチメディア教室
学習スタイルに応じて段階的に改修。

活用状況

改修経緯

１人１台タブレットＰＣを使用し、各教科の学習

及び総合学習におけるICT活用の可能性を探り、
教員を対象に授業の提案・ワークショップ・シン
ポジウム等、年１回発表をしている。

本校の使命である、先導的教育拠点・教師教
育拠点の一環として、発信型の総合活動及び教
科教育を行うこととした。そのため、ICTの活用を
目的として、児童用タブレットＰＣ・プロジェクタな
どの整備をした。

内田洋行、富士通、日本マイクロソフト社との共
同研究で「未来の教室」整備の支援を受けた。

総合教室を「未来の教室」に改修
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第２回部会 発表概要

１．さまざまな能力を身に付けるための多様な学習スタイル（毛利委員）

２．備前市におけるICT機器の活用状況（備前市教育委員会）

～フューチャールームの実践～

３．これからの「学び」をささえる環境（倉斗委員）

～こどもたちを主体とした学習環境～
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１．さまざまな能力を身に付けるための多様な学習スタイル（毛利委員）

（第２回部会発表資料を基に概要資料を作成）

▸GIGAスクール１人１台環境・・・全学年、全教科でICTを有効に活用

▸１人１台端末・・・一斉授業に見えるが実際はグループだったり個別だったりする

▸図工や総合、理科の実験などダイナミックな学習には、多目的ホールなど活用

▸デジタル教科書日常化している・・・大型提示装置（70インチ以上）必須

▸教室でのＰＣ活用・・・タブレットが利用できる大型天板机

▸大型天板机・・・グループで合わせると、広いテーブルに変身

▸不登校、コロナ不安リモート授業・・・各教員や児童生徒用個室（Wi-Fi必須）

▸空き教室の有効活用

【発表の概要】

●Society5.0時代の世界をリードするチェンジメーカーとして必要な21世紀型スキルを育成する教育（児童生徒主体の問題解決型）を展開

●各教科の内容・活動により最適なICT機器や場所（校庭、体育館も含む）を柔軟に選択

❖これからの教育の学習スタイル・環境
１年生活科（校庭） ２年外国語活動（図書室）

３年理科（廊下）

５年算数（多目的室）

４年社会科（教室）

全学年特別活動（体育館）
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（第２回部会発表資料を基に概要資料を作成）

備前市のICT整備状況

２．備前市におけるICT機器の活用状況～フューチャールームの実践～（備前市教育委員会）

【発表の概要】

●平成27年1月に児童生徒１人１台タブレット端末を導入、平成28年度に小中学校の各１教室を「フューチャールーム」として整備

●グループ学習、発言、発表等の場として整備された「フューチャールーム」では、児童生徒の近くに大きな画面があることで、会話が生まれやすい

フューチャールームでの活動

▸集団と個の切り替え・・・自力解決、テスト

▸掲示物（アナログ）・・・ポスター、通信（学校・学級）

▸姿勢・・・半身の姿勢

❖フューチャールームを教室で実現する場合の課題

▸学習スタイル・環境の選択肢があることによる学びの広がり

▸児童生徒も選択できる投影先の複数確保

❖未来の教室における視点

●フューチャールームのメリットは
複数のプロジェクターにより、児
童生徒の近くに大きな画面がある
ことで、会話が生まれやすい。

●どの環境がいいかというよりは、
授業者の意図に合わせて使い分け
ができることが重要。

フューチャールーム

教室

フューチャールーム

8



３．これからの「学び」をささえる環境～こどもたちを主体とした学習環境～（倉斗委員）

（第２回部会発表資料を基に概要資料を作成）

【発表の概要】

●オープン教育、個別的な学び等を支えるためのオープンスペースが普及。これまでの実践による成果や課題を踏まえた取組の深化が必要

●従来型の教室の黒板周りは大幅なスペック不足、これからの学びを支え、コロナ禍においても安心して学べる次世代型の教室（学校）を模索

・ これまでの実践により、教室とオープンスペースを連続させて一体的な空間

として計画された学校（オープンプラン型学習環境）では、学校全体が把握

しやすい、他のクラスとの連携が容易、一体感がある等のメリットがある一方、

音や温熱環境や掲示面の確保等、物理環境面の設計上の課題もある。

・ オープンスペースは動線（廊下）としても使用されるため、学習活動のための

スペースとして使用することに遠慮し、使いにくいと感じるとの指摘もある。

▸音の問題などオープンプラン型学習環境の課題を解決しながら、教育の理念・
目標に対応した新たな学習空間を実現しようとする取組がある

▸主体的に学ぶ方法や場所を選んで学習していく場面が増えていく

▸学習スタイルや学習集団と空間を一緒に考えていくことが重要

❖主体的・対話的で深い学びに向けた取組の深化 ❖「学校（施設）」という実空間の価値を捉え直す

▸教室サイズ（経済的な構造スパン）、働く場としての学校

▸教室の方向性をなくし，個別主体的な学びを実現しようとする教室事例もある

▸施設の複合・兼用・共用など分担的発想

▸今日的学びに相応しい家具・サイズ

▸清掃活動、履き替え、姿勢、板書等の日本的教育要素と空間構成の関係

教室の現状・課題
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第１回部会 発表概要

１．「新しい学び」について（天笠委員）

２．ICT活用の観点から見た新たな学びの姿と教室環境（野中委員）

３．つくば市・みどりの学園の先進的ICT教育（毛利委員）
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１．「新しい学び」について（天笠委員）

●発表の概要

１．中央教育審議会初等中等教育分科会（「答申」）の概要

●全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現

●子供がICTも活用しながら自ら学習を調整しながら学んでいくことができるよう、
「個に応じた指導」を充実することが必要

２．「個別最適な学び」と「協働的な学び」

●「個別最適な学び」と「協働的な学び」の往還を実現する

３．指導方法の多様化とICTの活用

●教師への期待、これまでの実践とICTとの最適な組合せ

４．「授業時数の弾力化」について

●学校裁量の幅の拡大の一環として、教科等ごとの授業時数の配分について
一定の弾力化が可能となる制度を提起

５．教育課程の編成-履修主義・修得主義の適切な組合せ-

（義務教育段階）
●進級や卒業の要件としては年齢主義に基本を置く

●教育課程を履修したと判断した基準については、履修主義と修得主義を適切に
組み合わせる

●それぞれの長所を取り入れた教育課程をめざす

（高等学校段階）
●修得主義と課程主義の要素が取り入れられていることを踏まえて教育課程を検討

（第１回部会委員発表資料を基に概要資料を作成）

学習者の特性や学習進度、
学習到達度などに応じ、指
導方法・教材や学習時間
など柔軟な提供や設定

自らの学習状況を把握し、
学習の進め方について工
夫し、調整しながら粘り強
く取り組む

興味・関心に応じ、課題の
設定、子供自身による情
報の収集、整理、分析、ま
とめ、表現を行うなど、主
体的に学習を最適に

同一学年・学級はもとより、
異学年間の学びや他の学
校の子供たちとの学び合
い

同じ空間で時間をともにす
ることで感覚を働かせなが
らお互いを刺激し合う

様々な場面でリアルな体
験を通して共に学ぶ

【個別最適な学び】 【協働的な学び】
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２．ICT活用の観点から見た新たな学びの姿と教室環境（野中委員）

●発表の概要

１．１人１台端末環境での学び（学びの転換）

●学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力

●一斉学習から個別学習、協働学習にシフトした普通教室の在り方の検討が必要

２．教えるための教室環境から学ぶための教室環境へ

●諸外国の教室（机の配置、黒板、特別教室）

●教室の大きさ・形は多様、学習用の机はグループ型配置

３．ポストコロナ時代の新たな学び（少人数の視点）

●遠隔教育、ハイブリッド対応（音声、２画面）

４．GIGAスクール構想による全く新しいICT環境

●机の大きさや機材の設置スペース、設置方法等が課題

●クラウド上でのコミュニケーションや協働作業時には教室（机の配置）という
概念は不要になる？

（第１回部会委員発表資料を基に概要資料を作成）

１人１台端末を活かした学びの変容
～ 一斉学習から多様な学習活動を展開する学びの場へ ～
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３．つくば市・みどりの学園の先進的ICT教育（毛利委員）

●発表の概要

１．21世紀型スキルを育み子供が輝くつくば市ICT教育

・世界のあしたが見える学校 みどりの学園グランドデザイン

・ワクワクする学びを実現する最先端ICT環境

２．オンライン学習

・オンライン学習動画作成（500本以上）

・学年教科を超えた、いつでもどこでも学べる「つくば教育クラウド」

・分散登校、自宅での学習

３．ネットワークを活用したICT教育

・全員授業参加型アクティブ・ラーニング、各教科での取組事例

・登校できない児童にライブ配信

・超高速インターネット5Gでテレビ会議

４．先進的教育を推進するための課題

・GIGAスクール1人1台環境：超高速インターネット、校内どこでも高速無線LAN

・デジタル教科書等の提示：大型提示装置（70インチ以上）、できれば壁埋込

・教室でのPC活用：タブレットが利用できる大型天板机

・オンライン・リモート授業対応：各教室や児童生徒用個室

・プログラミング、アクティブラーニング：円形テーブル、プログラミング用高速処理PC

（第１回部会委員発表資料を基に概要資料を作成）

ワクワクする学びを実現する最先端ICT環境
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